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　８月９日に新地町を会場に開催された伊達開拓「ふる
さと従兄弟（い～とこ）」スポーツ祭新地大会では、バ
レーボール、サッカー、柔道の３つの競技で、夏の暑さ
にも負けない、熱い試合が展開されました。
　柔道では、団体戦で新地町柔道スポーツ少年団が見事
優勝。メンバーの中山寧々さん（写真右）は、男子相手
にもひるまず、果敢な攻めで勝利し、優勝に貢献しまし
た。
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▲ 新地フラサークル
のみなさんによる
フラダンスで幕開け

▲照りつける太陽よりも熱い試合となったビーチバレー大会

▲お客さんも一緒に踊ったストリートダンス

▲砂浜に足をとられながらも華麗なシュートを放つビーチサッカー大会▼

▲ふるさと産品・特産品販売も大人気 ▲会場を埋めつくすほどの宝探しゲーム参加者

▲しんちの潮風を全身で感じた測量船「おきかぜ」乗船体験
▲宝物は見つかったかな？夏の思い出も大きな宝物

▲子どもたちに大人気のタッチプール ▲浜焼き広場は大盛況▼

遊海しんち，08遊海しんち，08輝く太陽とみんなの笑顔
どこまでも広がる新地の海に

響きわたる笑い声

しんちが熱くなった夏！

　夏のイベント「遊海しんち’08」が８月２日、釣師浜海　夏のイベント「遊海しんち’08」が８月２日、釣師浜海
水浴場周辺で開催されました。水浴場周辺で開催されました。
　当日は、天候が心配されましたが、遊海しんちを楽し　当日は、天候が心配されましたが、遊海しんちを楽し
みにしていた人たちの熱い気持ちが、雨雲をふきとばみにしていた人たちの熱い気持ちが、雨雲をふきとば
し、輝く太陽の下で最高の夏を満喫しました。し、輝く太陽の下で最高の夏を満喫しました。
　昨年に引き続き町観光協会による「しんち大海鮮祭　昨年に引き続き町観光協会による「しんち大海鮮祭
り」も開催され、浜焼き広場には新地の魚を味わおうとり」も開催され、浜焼き広場には新地の魚を味わおうと
長蛇の列ができました。長蛇の列ができました。
　昨年よりも１万人程多い、約４万人の方々が訪れ、多　昨年よりも１万人程多い、約４万人の方々が訪れ、多
くのイベントを楽しみました。くのイベントを楽しみました。
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伊
達
開
拓

伊
達
開
拓

「「
ふ
る
さ
と
従
兄
弟

ふ
る
さ
と
従
兄
弟（
い
〜
と
こ
）」

（
い
〜
と
こ
）」

ス
ポ
ー
ツ
祭
新
地
大
会

ス
ポ
ー
ツ
祭
新
地
大
会

　

伊
達
開
拓
の
き
ず
な
で
結
ば
れ
て
い
る
新
地
町
、
北
海
道
伊
達

　

伊
達
開
拓
の
き
ず
な
で
結
ば
れ
て
い
る
新
地
町
、
北
海
道
伊
達

市
、
宮
城
県
亘
理
町
、
山
元
町
、
柴
田
町
の
５
市
町
に
よ
る
伊
達

市
、
宮
城
県
亘
理
町
、
山
元
町
、
柴
田
町
の
５
市
町
に
よ
る
伊
達

開
拓
「
ふ
る
さ
と
従
兄
弟
（
い
〜
と
こ
）
」
ス
ポ
ー
ツ
祭
新
地
大

開
拓
「
ふ
る
さ
と
従
兄
弟
（
い
〜
と
こ
）
」
ス
ポ
ー
ツ
祭
新
地
大

会
が
８
月
９
日
、
町
総
合
体
育
館
等
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
が
８
月
９
日
、
町
総
合
体
育
館
等
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー
、
柔
道
の
３
つ
の
競
技
に
各
市
町

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー
、
柔
道
の
３
つ
の
競
技
に
各
市
町

の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
出
場
し
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
出
し
合

の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
出
場
し
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
出
し
合

い
ま
し
た
。

い
ま
し
た
。

　町のスポーツ少年団の主な成績は次の
とおりです。（敬称略）
◆バレーボール
優勝　新地ジュニアバレーボールクラブ
◆サッカー
準優勝　新地町サッカースポーツ少年団
◆柔道
　団体の部
　優勝　　新地町柔道スポーツ少年団
　個人の部
　１・２年男女混合個人戦
　　３位　　　橋浦　明日音
　３・４年男女混合個人戦
　　３位　　　加藤　光貴　
　５・６年男女混合個人戦
　　優勝　　　加藤　広大
　　準優勝　　荒川　海渡
　　３位　　　中山　寧々

⑸　Ｈ 20．９．５．

　

次
代
を
担
う
人
づ
く
り
事
業
と

し
て
、
町
が
実
施
し
た
「
中
・
高
校

生
海
外
派
遣
事
業
」
に
参
加
し
た
６

人
が
元
気
に
帰
国
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
生
活
文
化
体

験
＆
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
参
加
し
た

２
名
の
方
の
体
験
記
を
紹
介
し
ま

す
。

こ
と
で
す
。
お
別
れ
の
時
も
さ
よ

な
ら
を
す
る
の
が
嫌
な
く
ら
い
、

と
て
も
楽
し
い
時
間
で
し
た
。

　

老
人
ホ
ー
ム
に
も
行
き
、
日
本

の
文
化
紹
介
と
し
て
習
字
を
し
ま

し
た
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
名
前
を
、
漢
字
で
書

い
て
あ
げ
る
と
、
と
て
も
喜
ん
で

く
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
が
す
る
こ

と
一
つ
一
つ
に
大
き
な
拍
手
を
く

れ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
の
温

か
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

食
べ
物
も
、
お
金
も
、
環
境

も
、
何
も
か
も
が
違
う
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
経
験
し
た
こ
と
一
つ
ひ

と
つ
が
と
て
も
新
鮮
で
、
た
く

さ
ん
の
思
い
出
を
作
る
こ
と
が
で

き
、
人
の
優
し
さ
や
、
こ
れ
か
ら

社
会
に
出
て
行
く
う
え
で
必
要
な

も
の
を
学
べ
た
こ
と
、
本
当
に
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
た
先

は
、Joyce

と
い
う
一
人
暮
ら
し

の
お
ば
あ
さ
ん
の
家
で
し
た
。
英

語
が
で
き
な
い
私
が
、
一
人
で
や

っ
て
い
け
る
の
か
と
て
も
不
安
で

し
た
が
、
そ
ん
な
私
に
もJoyce

は
と
て
も
優
し
く
接
し
て
く
れ
ま

し
た
。
私
が
英
語
を
聞
き
取
れ
な

い
と
き
は
、
ノ
ー
ト
に
書
い
て
く

れ
、
日
本
人
の
友
人
を
通
し
て

通
訳
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
迷
惑
ば
か
り
か
け
た
の

に
、
ず
っ
と
笑
顔
で
い
て
く
れ
、

い
つ
の
間
に
か
、
最
初
に
あ
っ
た

不
安
は
な
く
な
り
、
一
緒
に
過
ご

す
こ
と
が
と
て
も
楽
し
く
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　

学
校
訪
問
で
は
、
一
緒
に
ゲ
ー

ム
を
し
た
り
、
授
業
を
受
け
た

り
、
ラ
ン
チ
や
モ
ー
ニ
ン
グ
テ
ィ

ー
を
し
ま
し
た
。
印
象
に
残
っ
て

い
る
の
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

学
生
が
、
一
生
懸
命
日
本
語
で
話

そ
う
と
し
て
く
れ
た
り
、
日
本
語

で
歌
を
う
た
っ
て
く
れ
た
り
し
た

の
お
米
が
ど
れ
だ
け
お
い
し
い
か

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

学
校
訪
問
を
し
た
と
き
は
、
み

ん
な
が
積
極
的
に
話
し
か
け
て
く

れ
、
す
ぐ
に
仲
良
く
な
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

最
初
は
英
語
が
通
じ
ず
、
悲
し

く
な
り
、
勉
強
不
足
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
し
か
し
、
伝
え
よ
う
と
い

う
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
話
し
て
い

る
と
、
だ
ん
だ
ん
通
じ
る
よ
う
に

な
り
、
会
話
が
で
き
た
と
き
の
嬉

し
さ
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
旅
で
は
、
目
標
の
他
に
も

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
文
化
や
言
語
は
違

っ
て
い
て
も
、
気
持
ち
や
心
が
あ

れ
ば
通
じ
合
え
る
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。
こ
の
貴
重
な
体
験
、
出
会

い
は
私
の
一
生
の
思
い
出
と
し
て

残
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
旅
で
出
会
っ
た
方
々
や
家

族
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

『
日
本
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

生
活
や
文
化
の
違
い
を
感
じ
、
い

ろ
ん
な
人
と
ふ
れ
あ
い
、
英
語
力

を
身
に
つ
け
る
』
と
い
う
目
標
を

持
ち
、
参
加
し
た
こ
の
旅
。
私
は

こ
の
旅
で
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
感

じ
、
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
海
外
な
の
で
、
緊
張

と
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、

そ
の
不
安
も
研
修
初
日
で
消
え
、

こ
の
み
ん
な
と
な
ら
楽
し
く
や
っ

て
い
け
そ
う
と
い
う
期
待
が
大
き

く
な
り
ま
し
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
日
本

と
の
生
活
の
違
い
に
何
度
も
驚
か

さ
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、
ス
テ

イ
先
の
家
に
ビ
リ
ヤ
ー
ド
が
あ
っ

た
こ
と
で
す
。
話
を
聞
い
て
み
る

と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
ほ
と

ん
ど
の
家
に
ビ
リ
ヤ
ー
ド
が
あ
る

そ
う
で
、
日
本
で
は
見
慣
れ
な
い

光
景
に
驚
き
を
隠
せ
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
た
、
夕
食
で
は
、
肉
と
ポ

テ
ト
が
定
番
で
、
お
米
が
出
た
と

き
は
パ
サ
パ
サ
し
て
い
て
、
日
本

経
験
し
た
こ
と

一
つ
ひ
と
つ
が
新
鮮

新
地
高
校
２
年

　

目
黒
か
お
り
（
小
川
）

心
が
あ
れ
ば通

じ
合
え
る

尚
英
中
学
校
３
年

　

横
山
裕
有
子
（
中
里
）

次代を担う人づくり事業
「中・高校生海外派遣事業」

体験記①

未来へステップアップ
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「
新
地
町
を
応
援
し
た
い
」

　

「
ふ
る
さ
と
に
貢
献
し
た
い
」

と
考
え
ら
れ
て
い
る
皆
さ
ん
、
そ

の
思
い
を
、
寄
附
を
通
し
て
実
現

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

新
地
町
で
は
、
皆
様
の
ご
厚
意

に
よ
る
寄
附
を
、
ま
ち
づ
く
り
に

活
用
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
皆
様

か
ら
の
ご
寄
附
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。 

寄
附
の
手
続
き

１
．
寄
附
申
込
書
の
記
載
・
提
出

　

ふ
る
さ
と
寄
附
金
納
付
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
載
し
、
新
地
町

役
場
総
務
課
へ
持
参
、
郵
送
、
フ

ァ
ッ
ク
ス
又
は
、
電
子
メ
ー
ル
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

申
込

書
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

２
．
納
入
方
法

　

現
金
持
参
、
現
金
書
留
、
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
、
銀
行
等
か
ら
の
振
込

の
い
ず
れ
か
の
方
法
を
、
寄
附
申

込
み
の
際
に
選
ん
で
い
た
だ
き
ま

す
。

　

な
お
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
振
込

手
数
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
が
、
現

金
書
留
の
送
料
及
び
銀
行
等
か
ら

の
振
込
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
寄

寄
附
金
税
制
の
見
直
し

　

平
成
20
年
度
の
税
制
改
正
に
お
い

て
、
個
人
住
民
税
に
お
け
る
寄
附
金

制
度
の
見
直
し
が
行
れ
ま
し
た
。

・
控
除
方
式
を
所
得
控
除
方
式
か
ら

税
額
控
除
方
式
と
な
り
ま
し
た
。

・
町
外
か
ら
町
へ
の
寄
附
金
に
対

す
る
控
除
制
度
（
い
わ
ゆ
る
「
ふ

る
さ
と
納
税
」
制
度
）
が
創
設
さ

れ
ま
し
た
。

・
寄
附
金
の
う
ち
、
適
用
下
限

（
５
千
円
）
を
超
え
る
部
分
に
つ

い
て
、
個
人
町
県
民
税
に
お
い

て
、
一
定
の
限
度
（
総
所
得
金
額

等
の
30
％
）
ま
で
所
得
税
と
合
わ

せ
て
控
除
さ
れ
ま
す
。

・
平
成
20
年
１
月
１
日
以
後
に
寄

附
さ
れ
た
分
か
ら
こ
の
控
除
制
度

が
適
用
さ
れ
、
平
成
21
年
度
以
後

の
町
県
民
税
か
ら
、
税
額
控
除
さ

れ
ま
す
。

・
こ
の
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、

領
収
書
を
添
付
し
て
申
告
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

※
所
得
税
の
確
定
申
告
を
行
う
方

は
、
個
人
町
県
民
税
の
申
告
は
不

要
で
す
。

新
地
町
ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
ご
案
内

新
地
町
ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
ご
案
内

附
を
さ
れ
る
方
の
負
担
と
な
り
ま

す
の
で
ご
了
承
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◉
問
い
合
わ
せ

総
務
課
（
☎
62
２
１
１
１
）

平
成
21
年
度
か
ら
適
用
に
な
る

　
　
　
　
　
　
　

主
な
税
制
改
正

個
人
町
県
民
税
関
係

※
確
定
申
告
が
必
要
で
な
い
方

は
、
住
所
地
の
市
区
町
村
に
個
人
町

県
民
税
の
申
告
を
し
て
下
さ
い
。

◆
ふ
る
さ
と
納
税（
寄
付
金
）制
度

・
対
象
は
、
全
て
の
都
道
府
県
、

市
区
町
村
に
対
す
る
寄
附
が
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す

※
例
え
ば
、
新
地
町
以
外
に
居
住
し

て
い
る
方
で
、
新
地
町
に
対
す
る
寄

附
も
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

控
除
制
度
の
詳
し
い
内
容
に
つ

い
て
は
、
右
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

◆
地
方
公
共
団
体
以
外
に
対
す
る

寄
附
金
控
除
制
度

・
個
人
町
県
民
税
の
寄
附
金
控
除

の
対
象
に
、
所
得
税
の
寄
附
金
控

除
の
対
象
の
中
か
ら
都
道
府
県
又

は
市
区
町
村
が
町
民
の
福
祉
の
増

進
に
寄
与
す
る
寄
附
金
と
し
て
、

条
例
で
定
め
る
も
の
が
追
加
さ
れ

ま
し
た
。

 

※
新
地
町
が
指
定
し
た
法
人

（
新
地
町
社
会
福
祉
協
議
会
・
し

ん
ち
福
祉
会
）

・
す
で
に
対
象
と
な
っ
て
い
る
市

区
町
村
・
都
道
府
県
共
同
募
金
会

及
び
日
本
赤
十
字
社
支
部
に
対
す

る
寄
附
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
寄

附
金
控
除
の
対
象
で
す
。

（
た
だ
し
、
国
及
び
政
党
等
の
政

治
活
動
に
対
す
る
寄
附
金
は
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
）

・
５
千
円
以
上
を
超
え
た
部
分
が

寄
附
金
控
除
の
対
象
と
な
り
、
控

除
率
は
、
都
道
府
県
が
指
定
し
て

い
る
場
合
は
４
％
、
市
区
町
村
が

指
定
し
て
い
る
場
合
は
６
％
の
控

除
と
な
り
ま
す
。
（
ど
ち
ら
か
ら

も
指
定
さ
れ
て
い
る
場
合
は
10
％

で
す
。
）

固
定
資
産
税
関
係

住
宅
の
熱
損
失
防
止
改
修
（
省
エ
ネ

改
修
）
に
伴
う
減
額
措
置
の
創
出

　

平
成
20
年
１
月
１
日
ま
で
に
建

て
ら
れ
た
住
宅
に
、
平
成
20
年
４

月
１
日
か
ら
平
成
22
年
３
月
31
日

ま
で
の
間
に
外
壁
や
窓
等
を
通
し

た
熱
損
出
防
止
改
修
工
事
を
行
っ

た
場
合
、
床
面
積
１
２
０
㎡
ま
で

の
部
分
に
つ
い
て
、
翌
年
度
の
固

定
資
産
税
か
ら
３
分
の
１
が
減
額

さ
れ
ま
す
。

・
工
事
完
了
後
、
関
係
機
関
の
省

エ
ネ
改
修
に
適
合
し
て
い
る
こ
と

の
証
明
を
添
付
し
、
３
ヵ
月
以
内

に
申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

認
定
長
期
優
良
住
宅
の
新
築
に
係

る
減
額
措
置
の
創
出

 
「
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促

進
に
関
す
る
法
律
」
の
施
行
に
よ

り
、
平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で
の

間
に
新
築
さ
れ
た
認
定
長
期
優
良

住
宅
が
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す

場
合
、
床
面
積
12
㎡
ま
で
翌
年
度

か
ら
５
年
間
、
固
定
資
産
税
の
２

分
の
１
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

・
長
期
優
良
住
宅
と
は
、
住
宅
構

造
の
主
要
部
分
に
、
腐
食
・
摩
損

な
ど
の
防
止
策
が
施
さ
れ
耐
久
性

が
あ
り
、
地
震
に
対
す
る
安
全
性

が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

・
一
定
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
性
能
を
有
し
て
い
る
こ

と
な
ど
全
て
の
項
目
を
満
た
し
、

関
係
機
関
の
認
可
を
受
け
た
住

宅
。
可
を
受
け
た
住
宅
。

公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴

収
制
度
の
創
設

　

65
歳
以
上
の
公
的
年
金
の
受
給

者
に
つ
い
て
、
納
税
の
便
宜
や
市

町
村
の
徴
収
の
効
率
化
を
る
観
点

か
ら
、
公
的
年
金
（
老
齢
基
礎
年

金
等
）
か
ら
町
県
民
税
を
特
別
徴

収
す
る
制
度
を
導
入
し
平
成
21
年

10
月
支
給
の
年
金
か
ら
天
引
き
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

・
こ
れ
ま
で
年
４
回
の
納
付
回
数

が
、
年
金
支
給
回
数
の
６
回
に
な

り
ま
す
。

・
特
別
徴
収
の
対
象
は
、
年
間
の

老
齢
基
礎
年
金
額
が
18
万
円
以

上
の
方
で
、
町
県
民
税
の
年
税
額

県民税優良納税町村で知事感謝状

　県内でも県民税の徴収率が落ち
込んでいる自治体が多い中、昨年
を上回る結果を残したとして、町
に県民税優良納税町村知事感謝状
が贈られました。
　7月29日には、古川雅之相双地
方振興局長から加藤町長へ感謝状
が伝達されました。

寄附の申込み
（寄附者）

納入方法確認、　
納入通知書の郵送

（町）

寄附金の納付
（寄附者）

確定申告
（寄附者）

が
、
老
齢
基
礎
年
金
額
を
超
え
な

い
方
で
す
。

▲  古川振興局長（左）から感謝状を伝達され
た加藤町長（右）

受領証明書
発行・郵送
（町）

〈寄附手続きの流れ〉

ふるさと寄付金のしくみと所得（税額）控除
　自分を育ててくれたふるさとを応援したい、ふるさとへ貢献したいと思う人が、出身地などの自
治体に寄附をした場合、寄付金相当額が居住地の個人住民税などから控除される仕組みのことで
す。控除対象となる金額については、寄附された金額から、5,000円を差し引いた金額が翌年の所得
税・住民税から控除されます。 
１　所得税（所得控除）
　その年に寄附した金額の合計額から5,000円を減じた額が、所得金額から控除されます。ただし、
控除の対象となる寄附金の額は、地方公共団体に対する寄附金以外の寄附金と合わせて、年間総所
得金額等の40％が限度となります。
２　住民税（税額控除）
　次の合計額が、翌年度の個人住民税額から控除されます。
　　イ　（その年に支出した寄附金の合計額－5,000円）×10％
　　ロ　（その年に支出した寄附金の合計額－5,000円）×（90％－所得税の税率）－所得税の税率）
　ただし、ロの額については個人住民税所得割額の１割が限度となります。また、控除の対象とななります。また、控除の対象とな
る寄附金の額は、地方公共団体に対する寄附金以外の寄附金と合わせて、その年の総所得金額等のわせて、その年の総所得金額等の
30％が限度となります。 
具体例具体例
（ たとえば、給与収入700万円で夫婦子２人のケースで所得税の税率10％、住民税所得割額がの税率10％、住民税所得割額が
293,500円の方が、40,000円の寄附をした場合）
１　所得税の所得控除による税額軽減
　（40,000円－5,000円）×10％＝3,500円
２　住民税の税額控除
　イ（40,000円－5,000円）×10％＝3,500円
　ロ（40,000円－5,000円）×（90％－10％）＝28,000円
　　　　　　　　　　　　（293,500円の１割以内なので全額）
　イ　＋　ロ　＝　31,500円
　所得税、住民税合わせて、35,000円が軽減されます。
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　町青少年健全育成町民会議主催による「第
12回少年の主張大会」が７月26日、農村環境
改善センターで行われました。
　町内の３小学校から10名、尚英中学校から
３名の計13名の児童・生徒が、環境問題、言葉、
友達など様々なテーマで発表をしました。
　審査の結果、最優秀賞に草野絵美さん（尚
英中２年）が、優秀賞に渡邉ほのかさん（駒
ヶ嶺小６年）と阿部美里さん（新地小６年）
がそれぞれ選ばれました。

小・中学生１３名が意見発表
少年の主張大会

　町内の小学４年生から６年生を対象とした「夏
休みチャレンジスクール」が７月23日から25日に
かけて、町総合体育館等で行われました。
　初日は、指導員から道具の使い方を学びながら
本物の竹で「竹馬作り」をしました。２日目には、
汗を流しながら一生懸命「火おこし体験」をし、バ
ーベキューをしながら他の小学校の友達とも交流を
深めました。３日目は、自分で作った竹馬に乗り、
レースをしてタイムを競い合いました。
　参加した児童の一人は「練習して竹馬に乗れるよう
になってうれしかった」と思い出を話していました。

▶ 

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
楽
し
く

取
り
組
ん
だ
火
お
こ
し
体
験

　小学生が英語の表現に親しんで世界を広げ、
コミュニケーションを楽しむことを目的とし
た「夏休みハローイングリッシュ教室」が 7
月 22日から 31日の延べ 12日間行われました。
　勤労青少年ホーム、新地公民館、駒ヶ嶺公
民館を教室にして、町内の３小学校の6年生約
40名が参加しました。
　児童らは、英語でのコミュニケーションに親
しみながら授業に真剣に取り組んでいました。

▶ 

英
語
の
楽
し
さ
を
学
ぶ
児
童
た
ち

　第29回新地町老人クラブ連合会輪投げ大会が
８月25日、町総合体育館で行われました。
　選手のうち113名は80歳以上で、この日のために練
習を積んできた人が多く見られ、好成績が続出した試
合となりました。成績は次のとおりです。（敬称略）
【個人の部（一般）】　　　　　【団体の部】
◆優　勝　森　　光子（駒東A） ◆優勝　藤崎B
◆準優勝　長塚くによ（埓浜A） ◆準優勝　駒東A 
◆３　位　竹澤　正美（大戸浜B） ◆３位 町地区A
【個人の部（80歳以上の部）】
◆優　勝　小野トメヨ（中島）
◆準優勝　加藤　智一（真弓）
◆３　位　佐藤　　豊（今泉）

▶ 

輪
投
げ
は
、ち
か
ら
加
減
が
難
し
い
。

　二羽渡神社境内のお地蔵様の口の周りにペ
タペタと塗っているのは、小川地区やよい会
のメンバーが作ったあんこ。この地を永住の
地とした和尚が、甘いあんこを好んだことに
由来する「あんこ地蔵」は、小川地区のシン
ボルとして大切にされています。
　8月30日には、雨のため延期されていた盆
踊り大会が、お地蔵様の見守るなか開催さ
れ、多くの参加者でにぎわいました。

▶ 

あ
ん
こ
を
塗
ら
れ
、

　

お
地
蔵
様
も
満
足
そ
う
。

　「第７回男女共生のつどい」が８月10日に、農村環
境改善センターで行われ、約180人が来場しました。
　県北部の中南米の音楽好きが集まって結成された
ﾒﾃﾞｨｵ･ｶﾐｰﾉによるコンサートでは、ケーナやサンホ
ーニャなど、日頃見ることのできない楽器から迫力
ある音色が鳴り響き、来場者を魅了しました。
　宮城県食育コーディネーターの舟山棋一郎先生に
よる食育と添加物についての講演も行われ、様々な
添加物を使った実験を交えながらの楽しい講演会と
なりました。

▶ 

メ
デ
ィ
オ
カ
ミ
ー
ノ
の
演
奏
に
会
場
中

が
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

　第36回福島県消防操法相馬地方大会が、８月３日に南相
馬市鹿島区で行われ、各市町村大会を勝ち抜いた１２チー
ムが参加しました。
　町からは、ポンプ車操法の部に第３分団第８部福田班、小
型ポンプ操法の部に第２分団第４部杉目班が出場し日頃の
訓練の成果を披露。福田班が準優勝の成績を収めました。
　優秀操作員として福田班から２名が選ばれ、町消防団の
レベルの高さを示しました。
＜ポンプ車操法優秀操作員＞
指揮者　草刈　文大（第３分団第８部福田班）
３番員　鈴木　健志（第３分団第８部福田班）

▶ 

機
敏
な
動
き
を
み
せ
る
町
消
防
団

第
３
分
団
第
８
部
福
田
班

▶ 
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
草
野
絵
美
さ
ん

（
尚
英
中
２
年
）

たくさんの思い出ができた
夏休みチャレンジスクール

英語にふれた夏休み
ハローイングリッシュ

優秀操作員に草刈さんと鈴木さん
福島県消防操法相馬地方大会

第７回男女共生のつどいに多くの来場者

あんこ地蔵にペタペタ
輪投げで広がる　交流の輪

▲ 世界に一つだけの
竹馬作り

▼  貴重な体験がたく
さんできた３日間

▲  上達が早い子ども
たち
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子
ど
も
は
、
認
め
ら
れ
・
ほ
め

ら
れ
る
事
に
よ
っ
て
、「
ま
た
や

ろ
う
！
」「
次
も
頑
張
っ
て
み
よ

う
！
」
と
自
信
を
持
ち
ま
す
。
子

ど
も
の
良
い
行
動
を
増
や
す
た
め

に
も
、
た
く
さ
ん
ほ
め
て
あ
げ
る

事
が
大
切
で
す
。
大
人
で
も
、
ほ

め
ら
れ
る
と
嬉
し
い
で
す
し
、
意

欲
が
わ
い
て
き
ま
す
よ
ね
！

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

保
健
師　

齋
藤　

洋
子

　　保育所から

こんにちは
こんにちは

♡
150
♡

ヶ
嶺
保 育 所駒

　

筋
力
が
低
下
す
る
と
、
高
齢
者

特
有
の
転
び
や
す
い
歩
き
方
に
な

り
ま
す
。
そ
の
特
徴
は
「
う
つ
む

き
加
減
」「
膝
が
曲
が
っ
て
い
る
」

「
歩
幅
が
狭
い
」「
す
り
足
」
の
４

つ
で
す
。

　

う
つ
む
き
加
減
で
い
る
と
、
視

界
が
せ
ま
く
な
っ
て
、
周
囲
が
よ

く
み
え
ず
、
人
と
ぶ
つ
か
り
や
す

く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
頭
部
が
前

に
出
る
の
で
、
体
の
バ
ラ
ン
ス
を

く
ず
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
膝
が

曲
が
っ
て
い
る
と
、
脚
を
し
っ
か

り
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
ず
、
歩
幅

が
狭
く
な
り
ま
す
。
そ
し
て
つ
ま

先
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、

す
り
足
に
な
る
と
、
ほ
ん
の
少
し

の
段
差
で
も
つ
ま
づ
き
や
す
く
な

り
ま
す
。

転
倒
・
骨
折
を
防
ぐ
に
は

①
住
環
境
を
整
備
す
る

▼
整
理
整
頓
・
・
床
に
放
置
さ
れ

た
読
み
か
け
の
新
聞
や
雑
誌
、
脱

い
だ
衣
服
や
取
り
込
ん
だ
洗
濯
物

●
育
児
相
談

　

17
日
㈬ 

駒
ヶ
嶺
保
育
所

　

19
日
㈮ 

新
地
保
育
所

 

福
田
保
育
所

●
運
動
会

　

27
日
㈯ 

各
保
育
所

９
月
の
行
事
予
定

は
転
倒
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

▼
照
明
・
・
夜
中
に
ト
イ
レ
に
行

こ
う
と
し
て
暗
い
中
を
歩
き
転
倒

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
廊
下
や

階
段
に
は
足
下
を
照
ら
す
照
明
器

具
を
。

▼
手
す
り
の
設
置
や
段
差
の
解
消

②
骨
を
丈
夫
に
す
る

▼
運
動
・
・
体
を
動
か
す
こ
と
で

骨
に
負
荷
を
か
け
る
と
、
そ
の
刺

激
で
骨
を
つ
く
る
働
き
が
活
発
に

な
り
ま
す
。

▼
適
度
な
日
光
浴
・・
夏
な
ら
「
木

陰
で
15
分
程
度
」、
冬
な
ら
「
１

時
間
程
度
屋
外
を
散
歩
」
が
目
安

で
す
。

▼
カ
ル
シ
ウ
ム
の
補
給
・
・
牛
乳

や
乳
製
品
、
小
魚
や
小
松
菜
な
ど

を
積
極
的
に
摂
り
ま
し
ょ
う
。

③
筋
力
を
つ
け
る
。

　

筋
力
が
低
下
す
る
と
、
歩
行
能

力
が
低
下
し
て
転
び
や
す
く
な
り

ま
す
。
簡
単
な
筋
力
運
動
を
毎
日

続
け
る
こ
と
に
よ
り
効
果
が
期
待

で
き
ま
す
。

　

町
で
は
、
65
歳
以
上
の
方
に
生

活
機
能
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

転
倒
の
心
配
の
あ
る
方
に
「
シ
ル

バ
ー
貯
筋
教
室
」
の
通
知
を
差
し

上
げ
ま
し
た
。
転
倒
し
な
い
体
づ

く
り
の
た
め
に
、
是
非
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　　保育所から

子
ど
も
はほ
め
ら
れ
る
事
が
だ
〜
い
好
き

朝
、
花
を
飾
っ
て
い
る
と
・・・

Ａ
君
「 

ボ
ク
、
ヒ
マ
ワ
リ
の

絵
か
き
た
い
！
」

Ｂ
君
「 

ボ
ク
は
、
あ
じ
さ

い
！
」

Ｃ
君
「
ボ
ク
は
、
４
さ
い
！
」

子
ど
も
の
つ
ぶ
や
き

▲  よくできたね！

寝
た
き
り
を
防
ご
う
！

高
齢
者
の
転
倒
予
防

⑾　Ｈ 20．９．５．

●一般書 ●児童書

　17 歳のおちかは、ある
事件をきっかけに心を閉ざ
してしまった。ある日、叔
父はおちかに客を任せて出
かけてしまう。おそるおそ
る客と会ったおちかだった
が、次第に客たちの話しに
引き込まれ…。哀切にして
不可思議な「百物語」。

『おそろし』 宮部　みゆき

『物価の文化史事典』 森永　卓郎
『なぜ君は絶望と闘えたのか　本村洋の 3300 日』
 門田　隆将
『ドキドキ！！妖怪きりがみ』 黒須　和清
『きみが見つける物語』 角田　光代　他
『楊令伝　６　徂征の章』 北方　謙三
 ほか

『ろくべえまってろよ』
 灰谷　健次郎・長　新太
『「忍たま乱太郎」に学ぶ忍者の教科書』 菊地　馨
『ぴょーん』 まつおか　たつひで
『ぼくはあるいたまっすぐまっすぐ』
 マーガレット・ワイズ・ブラウン
 ほか
●ＣＤ

９月の読み聞かせ会
９月20日㈯
11時～11時 30分

　図書館ボランティア「スイミー」のみなさんに
よる、絵本の読み聞かせや工作などを行います。
　内容は、幼児から小学校低・中学年向きです。

　　＝新着本のご案内＝
図書館へ行こう図書館へ行こう

図書館カレンダー

は休館日

町図書館
☎62 5031は館内整理日

●ビデオ・ＤＶＤ
『ちびまる子ちゃん～野口さんはお笑い好き！～』
『 パイレーツ・オブ・カリビアン　デッドマンズ・
チェスト（館内視聴用）』
『めぐみ』
 ほか

９月２日㈫～９月２８日㈰まで
《季節の行事展『敬老の日』》

※ 敬老の日におすすめする図書の展示・貸出、
新地町長寿番付の展示を行います。
『メッセージカード作成コーナー』

　カードに日頃の感謝の気持ちを書いて、おじい
ちゃん、おばあちゃんにプレゼントしてみませんか。

　「おおきくなあれ。ハン
カチカーチカチ。」おまじ
ないするとおおきくなる、
タンタンのあかいハンカ
チ。ネクタイにしたらお
とうさん。あたまにかぶっ
たらかいぞく。てにもっ
たらとうぎゅうし。それ
からそれから…タンタン
はつぎつぎとたのしいあ
そびをかんがえだします。

『タンタンのハンカチ』 いわむら　かずお

『Ｓｉｎｇ　ｔｏ　ｔｈｅ　Ｓｋｙ』 絢　香
『 ＤＥＣＩＭＯ　Ⅹ　ＡＮＩＶＥＲＳＡＲＩＯ　
ＤＥ　ＭＩＳＩＡ』 ＭＩＳＩＡ
『ケツノポリス６』 ケツメイシ
 ほか

ほ
め
ら
れ
る
こ
と
が
自
信
に

子
ど
も
の
ほ
め
方

　

子
ど
も
の
行
動
を
観
察
し
、

チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
な
い
こ
と
が
大

切
で
す
。
ま
た
、
言
葉
で
ほ
め
る

だ
け
で
な
く
、
親
子
の
触
れ
合
い

（
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
）
を
加
え
る
と

さ
ら
に
効
果
的
で
す
。

〜
ポ
イ
ン
ト
〜

★ 

い
つ
も
で
き
て
い
る
事
で
も
、

き
ち
ん
と
ほ
め
て
あ
げ
よ
う
！

★ 

言
葉
だ
け
で
な
く
、
ス
キ
ン

シ
ッ
プ
も
忘
れ
ず
に
！

〜 

子
ど
も
が
喜
ぶ
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
〜

★
頭
を
な
で
る

★
拍
手
を
す
る

★
「
ギ
ュ
」
っ
と
抱
き
し
め
る

★
ひ
ざ
に
の
せ
る

★
た
か
い
た
か
い
を
す
る

★
キ
ッ
ス
を
す
る
な
ど

　

ほ
め
て
あ
げ
る
事
で
、
子
ど
も

に
や
る
気
を
起
こ
さ
せ
た
り
・
自

信
を
持
た
せ
た
り
す
る
事
が
で
き

ま
す
。

　

最
初
か
ら
「
上
手
に
ほ
め
な
く

ち
ゃ
！
」
と
気
を
張
ら
ず
、
楽
な
気

持
ち
で
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

　平成２年から４年にかけ
て、大阪北部の小学校で、
豚の飼育を通して教育を考
え、命を見なおそうとし
た実践が展開され、話題と
なった。答えを求め続けた
９００日間にわたる「命の
授業」の記録。

『豚のＰちゃんと３２人の小学生』
 黒田　恭史

　キツネのおとうさんは、
ブタを捕まえにブタの町
にやってきました。リン
ゴを取ろうとしているコ
ブタや、花の世話をして
いるコブタなど、たくさ
んのブタがいます。キツ
ネのおとうさんは、そうっ
とコブタに近づいて…。

『 キツネのおとうさんがニッコリわらって   
いいました』 みやにし　たつや

行 事 案 内
 日 月 火 水 木 金 土
 ７ ８ ９ 10 11 12 13
 14 15 16 17 18 19 20
 21 22 23 24 25 26 27
 28 29 30 1 2 3 4
 5 6 7 8 9 10 11

10 月

９月
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町
体
育
協
会
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で

は
、
10
月
12
日
㈰
、
宮
城
野
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ
で
町
民
ゴ
ル
フ
大
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

町
内
に
住
ん
で
い
る
方
、
町
内

の
事
業
所
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
方

な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ス
タ
ー
ト
時
間　

８
時

（
30
分
前
集
合
）

競
技
方
法　

ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方
式

参
加
費　

２
０
０
０
円

（
プ
レ
ー
費
は
各
自
負
担
）

申
込
締
切　

10
月
４
日
㈯

※
個
人
ご
と
の
ほ
か
に
、
グ
ル
ー

プ
で
申
し
込
ん
で
も
構
い
ま
せ

ん
。

定
員　

80
名
（
定
員
に
な
り
次
第

町民課622115、2116／税務課622119／健康福祉課622931、2932、2096／農林水産課622194／農業委員会事務局622195／会計室622128
総務課622111／企画振興課622112／都市計画課622113／建設課622114／議会事務局622190／教育総務課624477／生涯学習課（公民館内）622085

役場直通
電話表

　

10
月
１
日
か
ら
７
日
は
公
証
週

間
で
す
。

　

公
証
制
度
は
、
私
人
相
互
関
係

の
権
利
を
あ
ら
か
じ
め
明
確
に
し

て
お
き
、
紛
争
を
未
然
に
防
止
し

よ
う
と
す
る
制
度
で
す
。
具
体
的

に
は
、
金
銭
の
賃
借
、
土
地
・
建

物
の
賃
貸
借
、
離
婚
に
伴
う
養
育

費
の
支
払
い
、
任
意
後
見
契
約
等

に
関
す
る
契
約
や
遺
言
な
ど
の
公

正
証
書
の
作
成
、
会
社
設
立
の
た

め
の
宗
款
認
証
、私
文
書
の
認
証
、

確
定
日
付
の
付
与
な
ど
広
く
利
用

ご
利
用
く
だ
さ
い

「
公
証
制
度
」

　

広
報
し
ん
ち
８
月
20
日
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
９
月
の
相
談
日
が

次
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
や
県
、
町
な
ど
へ
の
要
望
や

心
配
ご
と
、
日
常
生
活
で
困
っ
て

い
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
変
更
日
】

日
時　

９
月
10
日
㈬

　
　
　

10
時
〜
15
時

場
所　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

相
談
員　

杉
平
慶
宏

（
☎
62
２
５
９
７
）

◉
問
い
合
わ
せ

総
務
課
（
☎
62
２
１
１
１
）

行
政
相
談
日
の
変
更

の
お
知
ら
せ

母と子の健康
（平成20年９月16日～10月17日）
健康診査等 対　象　者 日　時 受付時間

母子手帳
交　　付

妊娠とわかったら、
なるべく早く母子
健康手帳の交付を
受けましょう

９/19㈮
10/ 3㈮
10/17㈮

9時～ 10時

3ヵ月児
健　　診

平成20年４月21日～
６月 22日生 ９/19㈮ 12時 30分

～ 13時
離 乳 食
相 談 会

平成20年１月～
４月生 ９/16㈫ 9時 45分～

10時
10ヵ月児・
１歳児健診

平成19年12月～20年1月生
平成19年８月～９月生 10/ 6㈪ 13時～

13時 15分
２ 歳 児
歯科健診

平成18年４月～
６月生まれ ９/16㈫ 13時～

13時 15分

◎場所は保健センター

水道水道 業者修理当番

※平日の修理は指定工事店にお申し込み下さい。

月　日 業　者　名 電話番号
９月13日～ 14日 ㈲伸栄設備 36６５００

㈲サンリット工業 62２３４６
㈱加藤設備工業 35３４５４

15日 ㈱公水設備 46２８２４
㈱コハタ 36４７１１
山内工業㈱ 36２８２６

20日～ 21日 ㈲佐藤水道設備 62３４９２
㈲オオタ設備 35２６７７
鹿島水工㈱ 46４１１０

23日 ㈱セントラル住設 36３３８０
㈲斉藤設備 36２８６８
㈱大場設備 36６１１１

27日～ 28日 ㈲伸栄設備 36６５００
㈲サンリット工業 62２３４６
㈱加藤設備工業 35３４５４

10月 4日～ 5日 ㈱公水設備 46２８２４
㈱コハタ 36４７１１
山内工業㈱ 36２８２６

11日～ 12日 ㈲佐藤水道設備 62３４９２
㈲オオタ設備 35２６７７
鹿島水工㈱ 46４１１０

たんぽぽひろば

・活動時間は10時からです。
・ 月～土（10時～12時）は「なかよしひろば」
として児童館を開放していますのでご利用
ください。

月　　日 内　　容 場　　　所
９月 10日㈬ 自主活動 児童館
９月 24日㈬ 室内運動会 総合体育館
10 月８日㈬ 野外活動 わくわくランド

ま
す
。

　

ま
た
、
個
別
労
働
関
係
紛
争
に

関
し
て
当
事
者
か
ら
援
助
を
求
め

ら
れ
た
場
合
に
は
、「
労
働
局
長

の
助
言
・
指
導
」
や
「
紛
争
調
整

委
員
会
に
よ
る
あ
っ
せ
ん
」
に
よ

り
、
解
決
に
向
け
て
無
料
で
お
手

伝
い
を
し
ま
す
。

　

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
に
お
悩
み

の
方
、
ト
ラ
ブ
ル
発
生
が
心
配
な

方
、
人
事
・
労
務
な
ど
で
疑
問
を

お
持
ち
の
方
は
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◉
問
い
合
わ
せ　

福
島
労
働
局
総

合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

☎
０
２
４-

５
３
６-

４
６
０
０

善
意
あ
り
が
と
う

善
意
あ
り
が
と
う

◆
教
育
振
興
寄
付
金
へ

　

つ
ば
さ
の
会
女
性
部
よ
り

◆
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
基
金
へ

　

故
目
黒
キ
ヨ
さ
ん
の
ご
遺
志
と

し
て
目
黒
茂
和
さ
ん
（
小
川
）
よ

り
／
故
橋
本
ト
ク
さ
ん
の
ご
遺
志

と
し
て
橋
本
正
純
さ
ん
（
藤
崎
）

よ
り
／
故
荒
キ
ヨ
さ
ん
の
ご
遺
志

と
し
て
荒
忠
さ
ん
（
木
崎
）
よ
り

◆
社
会
福
祉
協
議
会
一
般
寄
付
へ

　

つ
ば
さ
の
会
女
性
部
よ
り

◆
新
地
ホ
ー
ム
へ

寄
付　

目
黒
廣
輝
さ
ん（
小
川
）よ

り
／
小
野
俊
文
さ
ん（
小
川
）よ
り

／
鈴
木
博
二
さ
ん（
駒
ヶ
嶺
町
）よ
り

／
中
島
き
よ
し
さ
ん（
富
倉
）よ
り
／

佐
藤
正
義
さ
ん（
上
真
弓
）
よ
り

寄
付
金　

つ
ば
さ
の
会
女
性
部
よ

り
／
橋
本
正
純
さ
ん（
藤
崎
）よ
り

慰
問
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

特
養
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
27
回
58
人
／

新
地
理
容
師
会
１
回
６
人
／
新
地
町

民
生
委
員
１
回
25
人
／
駒
中
老
人
ク

ラ
ブ
１
回
27
人
／
Ｊ
Ａ
す
ず
ら
ん
２

回
８
人
／
レ
マ
ン
の
会
１
回
３
人
／

新
地
高
校
生
女
子
生
徒
個
人
２
人
３

回
／
新
地
高
校
生
男
子
生
徒
個
人
１

人
10
回
／
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
１
回

１
人
／
小
山
田
い
き
い
き
サ
ロ
ン
有

志
歌
・
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
・
踊
り
１
回

締
め
切
り
）

◉
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

・
総
合
体
育
館
（
☎
63
２
２
０
０
）

・
大
会
事
務
局　

西
方
市
郎

（
☎
62
３
０
１
０
）

町
民
ゴ
ル
フ
大
会

参
加
者
募
集

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
の
で
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◉
問
い
合
わ
せ

相
馬
公
証
役
場
（
☎
36
１
０
０
８
）

　

公
立
双
葉
准
看
護
学
院
で
は
、

次
の
と
お
り
学
院
内
見
学
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

看
護
に
興
味
の
あ
る
方
、
看
護

師
に
な
り
た
い
け
ど
迷
っ
て
い
る

方
、
子
供
（
孫
）
が
こ
ん
な
仕
事

を
選
ん
で
く
れ
た
ら
と
思
っ
て
い

る
ご
家
族
の
方
々
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時　

９
月
27
日
㈯

　
　
　

９
時
30
分
〜
12
時
30
分

場
所　

本
学
院
（
双
葉
町
大
字
長

塚
字
谷
沢
町
31
番
地
）

内
容　

血
圧
測
定
、
患
者
さ
ん
の

手
を
洗
う
方
法
、
新
生
児
の
お
風

公
立
双
葉
准
看
護
学
院

見
学
会
開
催

呂
の
入
れ
方
、
進
路
相
談
、
学
院

の
案
内
等

◉
問
い
合
わ
せ

公
立
双
葉
准
看
護
学
院

☎
０
２
４
０-

３
３-

２
９
９
０

　

町
で
は
、
み
な
さ
ん
に
届
い
た

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
の
相
談
を

受
け
付
け
る
た
め
の
相
談
窓
口
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
、
社
会
保
険
事
務
所
よ

り
派
遣
さ
れ
た
社
会
保
険
労
務
士

が
対
応
し
ま
す
。

開
設
日　

９
月
11
日
㈭
、
25
日
㈭

相
談
時
間　

９
時
か
ら
17
時
ま
で

相
談
場
所　

役
場
１
０
３
会
議
室

持
参
す
る
も
の　

年
金
手
帳
、
年

金
証
書
、
届
い
た
「
ね
ん
き
ん
特

別
便
」
の
封
筒
及
び
書
類

※
代
理
の
方
は
、
委
任
状
と
身
分

が
分
か
る
も
の
（
保
険
証
や
免
許

証
等
）
も
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◉
問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課
（
☎
62
２
９
３
２
）

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」

相
談
窓
口
開
設

　

10
月
１
日
、
５
年
に
一
度
の
住

宅
・
土
地
統
計
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
住
宅
・
土
地
に
関

住
宅・土
地
統
計
調
査
に

ご
協
力
を

　

福
島
労
働
局
で
は
、「
総
合
労

働
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
し
、

解
雇
、
労
働
条
件
、
募
集
・
採
用
、

男
女
均
等
取
扱
い
、
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
い
じ
め
な

ど
、
労
働
問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
つ
い
て
相
談
を
お
受
け

し
、
紛
争
の
自
主
的
な
解
決
を
促

進
す
る
た
め
の
援
助
を
行
っ
て
い

nformationi
暮らしの情報

す
る
最
も
基
本
的
な
調
査
で
、
国

や
都
道
府
県
・
市
町
村
が
住
生
活

基
本
計
画
や
ま
ち
づ
く
り
施
策
な

ど
を
立
案
す
る
た
め
の
大
切
な
資

料
と
な
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
っ
た
世
帯
に
は
、
県

知
事
が
任
命
し
た
調
査
員
が
調
査

票
を
持
っ
て
お
伺
い
し
ま
す
の

で
、
調
査
票
の
記
入
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
調
査
内
容
は
統
計
を
作

成
す
る
た
め
の
み
に
使
用
す
る
も

の
で
、
そ
の
他
の
目
的
に
は
一
切

使
用
し
ま
せ
ん
。

◉
問
い
合
わ
せ

企
画
振
興
課
（
☎
62
２
１
１
２
）

　

相
馬
地
方
広
域
消
防
本
部
で

は
、
現
在
問
題
視
さ
れ
て
い
る
地

域
医
療
に
焦
点
を
あ
て
た
「
第
10

回
救
急
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催

し
ま
す
。

　

入
場
料
無
料
で
す
。
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

９
月
13
日
㈯

　
　
　

14
時
〜
16
時
30
分

場
所　

さ
く
ら
ホ
ー
ル

（
南
相
馬
市
鹿
島
区
）

①
特
別
講
演

演
題　
「
相
双
地
区
に
お
け
る
脳

卒
中
治
療
の
問
題
点
」

講
師　

南
相
馬
市
立
総
合
病
院
副

院
長
兼
脳
神
経
外
科
科
長

及
川
友
好　

先
生

②
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
今　

そ
こ
に
あ
る
救
急
医
療
体

制
の
危
機
」

◉
問
い
合
わ
せ

相
馬
地
方
広
域
消
防
本
部
警
防
課

（
☎
㉒
４
１
６
５
）

第
10
回

救
急
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

　

防
衛
省
・
自
衛
隊
で
は
、
次
の

と
お
り
各
種
学
生
の
募
集
を
行
い

ま
す
。

◉
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
福
島
地

方
協
力
本
部
相
双
地
域
事
務
所

（
☎
㉓
４
７
１
２
）

自
衛
隊
各
種
学
生
募
集

募集項目 応募資格 １次試験日・会場 受付期間

防衛大学校
学生（一般） 18 歳以上 21 歳未満

（高卒又は卒業見込み）

11 月 15 日㈯・16 日㈰
福島市市民会館

９月８日㈪
～ 30 日㈭

防衛医科
大学校学生

11 月１日㈯・２日㈰
郡山市労働福祉会館

看護学生 18 歳以上 24 歳未満
（高卒又は卒業見込み）

10 月 25 日㈯
福島市市民会館

福
島
労
働
局

総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
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夏
の
終
わ
り

　

お
盆
が
く
る
と
毎
年
思

う
。
こ
の
時
期
は
新
地
町
の

人
口
も
１
万
人
を
確
実
に
越

し
て
い
る
と
。
各
家
庭
で
帰

省
客
を
迎
え
、
お
墓
参
り

や
盆
踊
り
等
で
賑
わ
っ
て
い

る
様
子
を
見
る
と
、
何
と
か

し
て
新
地
町
を
愛
す
る
人
達

が
、
少
し
で
も
多
く
こ
の
地

に
住
み
、
賑
や
か
で
活
力
に

満
ち
た
町
づ
く
り
を
し
て
い

か
な
け
れ
ば
と
。

　

子
供
達
も
長
い
夏
休
み
を

終
え
、
元
気
に
２
学
期
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
よ
う
だ
し
、

田
ん
ぼ
は
出
穂
の
次
期
な
の

に
日
照
時
間
の
不
足
が
気
に

な
る
。
こ
れ
か
ら
の
台
風
シ

ー
ズ
ン
を
無
事
乗
り
越
え
、

今
年
も
豊
作
に
な
っ
て
ほ
し

い
。

　

大
気
汚
染
、
民
族
紛
争
な

ど
、
何
か
と
話
題
の
多
か
っ

た
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
無

事
終
わ
っ
た
。
日
本
選
手
団

の
皆
様
も
本
当
に
ご
く
ろ
う

さ
ま
で
し
た
。

　

夏
も
終
わ
り
、
こ
れ
か
ら

秋
へ
と
移
り
ま
す
。
平
成
20

年
度
も
後
半
戦
で
す
。

町
長
日
記加

藤　

憲
郎

虫歯０の子供たち 　７月14日に行われた３歳児健診で、
虫歯０（ゼロ）の子供は16人中８人で
した。

阿部　春樹くん
（中　島）

　

◆
新
地
野
ぶ
ど
う
会

さ
ら
さ
ら
と
雨
の
音
に
も
夏
の
色

 

小
山
田
寅
夫

百
選
の
名
水
訪
ね
百
千
鳥

 

小
野
と
め
代

故
郷
は
姪
の
代
な
り
合
歓
の
花

 

佐
藤　

芳
子

思
い
で
の
風
鈴
今
年
の
音
で
な
り

 

小
泉　

房
子

七
夕
や
結
ぶ
短
冊
夢
の
色

 

寺
島　

馬
城

夏
眩
し
七
つ
目
毎
に
男
波
打
つ

 

加
藤　

白
穂

終
生
の
仕
事
と
な
り
し
草
を
刈
る

 

石
田　

渭
城

銀
河
あ
る
限
り
大
瀧
と
ど
ろ
け
り

 

代
光　

富
峰

真石　宏柊くん
（城　内）

目黒　翔悟くん
（小　川）

大越　春翔くん
（新地町）

菊地　彩咲ちゃん
（高　田）

伊藤　　凛ちゃん
（小　川）

齋藤　雪舞ちゃん
（高　田）

後藤　和輝くん
（新地町）

町内のマップ掲載箇所
⑴　がけ崩れのおそれがある海岸
　崩れやすい天然のがけからなる海岸で、海岸にい
るとがけ崩れに巻き込まれるおそれがあります。

区　　　　　間 延長（ｍ） 新しい崩壊
釣師浜漁港南側 ５９５
大戸浜地先 ３４０ 有
地蔵川河口北側 ４１０
⑵　波にさらわれるおそれがある海岸
　海岸が狭い砂浜や磯になっていたり、海岸施設の影
響により高波が打ち寄せやすいため、海岸にいると波
にさらわれて沖合に流されるおそれがあります。

区　　　　　間 延長（ｍ）
地蔵川河口南側 ２４０

　お年寄りを敬い長寿を祝う「平成20年度敬老会」を９月13日㈯に町総合体育館で行います。招待者
は、70歳以上の方です。
　敬老会では、敬老祝い金、長寿杯、長寿夫婦杯の贈呈、金婚夫婦表彰などを行います。
　アトラクションには、地元出身の渡部洋子さん、伏見とみ子さんによる民謡と、藤丸流聖友会によ
る三味線、尺八などによる合奏を行いますので、どうぞお楽しみください。

◉問い合わせ　健康福祉課（☎62２９３１）

としの数だけ輝いて

敬 老 会
　日時　９月１３日㈯　９時～
　　　　（８時から受付）
　場所　 町総合体育館

「福島県海岸危険箇所マップ」
「福島県港湾・漁港防波堤立入禁止マップ」

福島県ホームページに掲載
　福島県では、平成20年6月の岩手・宮城内陸地震が原
因で、いわき市の海岸で発生したがけ崩れ事故を受けて
実施した海岸点検調査の結果に基づき、「福島県海岸危
険箇所マップ」・「福島県港湾・漁港防波堤立入禁止マ
ップ」を作成しました。危険箇所、立入禁止箇所を確認
し、事故のないよう海岸を利用しましょう。
　県ホームページにも掲載していますのでご覧ください。
福島県ホームページアドレス
(http://www.pref.fukushima.jp/kasen/seibi/tenken/
tenken.htm)

◉問い合わせ
相双建設事務所　　（☎㉖１１８３）
相双港湾建設事務所（☎38８８８３）
相双農林事務所　　（☎㉖１１６３）

防波堤は立入禁止！
防波堤に入ると、高潮・強風・津波な
どで海に転落する危険があります。
絶対に立ち入らないでください!!

波消しブロックの上での釣
りや、海水浴場以外での遊
泳などは大変危険ですので
絶対にやめましょう!!
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再生紙使用

住民基本
台帳調べ（ ）

８月１日現在（　）は前月比
●人　口／8,550人（－ 27 人）
　　男　／4,202人（－ 16人）
　　女　／4,348人（－ 11人）
●世帯数／2,608世帯（－６世帯）

人の動き 消　息 （平成２０年７月２１日～平成２０年８月２０日届出）

※この欄に掲載を希望しない方は、届出のときに申し出てください。

 （子供） （親） （地区）

 咲
さく

　哉
や
 庄司　和生・美穂 高　田

 瑛
え

　南
な
 佐藤　純一・夏江 富　倉

★空梅雨から一転、最近雨（大雨）が多いですね。町内でも床下浸
水被害や農地などに被害があったようです。局地的に一気に降る最
近の雨、体験したことはありませんが…スコールっぽい？ （貴）
★「ふるさと従兄弟（い～とこ）スポーツ祭」を取材した際、監督
やコーチの檄に応え、精一杯ひたむきに試合に臨む子どもたちに感
動しました。礼儀正しく、謙虚な姿勢は、まさに「実るほど頭を垂
れる稲穂」のようです。見渡す限りの黄金の稲穂、白金の鮭が泳ぐ
新地の海、鹿狼山に沈む赤金の夕陽に囲まれて育った新地の子ども
たちも、北京五輪に負けない立派なメダリストですね。 （直）

今月の
納 税

●国民健康保険税 第３期分

この社会　あなたの税が生きている

　

新
地
町
観
光
協
会
で
は
、
花
い
っ
ぱ
い
運

動
に
参
加
し
た
団
体
の
中
か
ら
、
優
れ
た
花

壇
づ
く
り
を
行
い
、
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

に
貢
献
し
た
団
体
を
表
彰
す
る
「
花
い
っ
ぱ

い
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
は
、
花
の
本
数
や
花
壇
の
見

栄
え
の
他
、
管
理
状
況
な
ど
を
審
査
す
る
も

の
で
、
８
月
12
日
に
参
加
団
体
の
花
壇
に
出

向
き
、
審
査
員
特
別
賞
を
含
む
６
団
体
を
選

び
ま
し
た
。
９
月
25
日
に
は
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

そ
の
結
果
を
花
壇
の
写
真
と
と
も
に
紹
介

し
ま
す
。

花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル　

結
果
発
表

花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル　

結
果
発
表

▲最優秀賞：駒北老人クラブ
【場所】総合運動公園入口６号交差点

▲審査員特別賞：どじょっこクラブ
【場所】城内地内６号沿い

▲審査員特別賞：大山田三滝会
【場所】大山田公会堂前

▲努力賞：駒ヶ嶺小学校
【場所】駒ヶ嶺小学校入り口など

▲優秀賞：第11行政区
【場所】佐藤商店東側など

▲審査員特別賞：第４行政区
【場所】上真弓公会堂付近、
　　　　下真弓交差点東側

 （死亡者） （年齢） （地区） （死亡者） （年齢） （地区）

 小山　功一 55歳 新　町 松谷モト子 86歳 小　川
 竹沢　　正 59歳 高　田 荒　　キヨ 89歳 木　崎
 橋本　トク 91歳 小　川 石井　敏夫 78歳 上真弓
 濱野　栄男 60歳 大戸浜 齋藤　　章 86歳 藤　崎
 渡部　正夫 95歳 杉　目


